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公
立
高
入
試
に
挑
む
受
験
生

の
多
く
は
、
年
明
け
に
は
模
試

の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
最
終

的
な
出
願
校
を
決
め
る
こ
と

に
な
る
。
ま
だ
決
め
か
ね
て
い

る
受
験
生
は
、
あ
ら
た
め
て
各

校
の
特
色
を
よ
く
調
べ
て
み
よ

う
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
今
秋
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
中
止
し
た
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
に
切
り
替
え
た
り

し
て
い
る
高
校
が
あ
る
。
大
切

な
情
報
を
見
落
と
す
こ
と
の
な

い
よ
う
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し

て
ほ
し
い
。

志
望
校
を
選
ぶ
上
で
一
つ
の

目
安
に
な
る
の
が
偏
差
値
だ
。

模
試
の
結
果
な
ど
で
分
か
る
偏

差
値
は
、
私
立
も
含
め
た
出
願

校
決
定
に
役
立
つ
。

公
立
を
第
１
志
望
と
す
る
場

合
、
２
校
出
願
で
き
る
私
立
は

偏
差
値
に
幅
を
持
た
せ
、
１
校

は
合
格
す
る
可
能
性
が
高
い
学

校
、
も
う
１
校
は
偏
差
値
が
公

立
志
望
校
と
同
程
度
の
学
校
を

選
ぶ
の
が
望
ま
し
い
。
こ
の
２

校
の
合
否
が
、
公
立
の
出
願
校

を
確
定
す
る
最
終
の
判
断
材
料

に
な
る
。

模
試
の
点
数
が
伸
び
悩
ん
で

い
て
も
、
す
ぐ
に
目
標
を
下
げ

る
必
要
は
な
い
。
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
保
つ
た
め
に
も
、
第
１

志
望
校
の
合
格
に
向
け
て
努
力

を
続
け
よ
う
。

志
望
校
選
び
は
偏
差
値
だ
け

で
は
な
い
。
通
学
の
距
離
や
手

段
、
取
り
組
み
た
い
部
活
動
、

卒
業
後
の
進
路
、
見
学
し
て
感

じ
る
校
風
や
在
校
生
の
雰
囲
気

も
大
切
だ
。
入
学
後
の
生
活
を

な
る
べ
く
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

し
て
ほ
し
い
。

志
望
校
を
既
に
決
め
て
い
る

場
合
も
、
視
野
は
広
く
保
と
う
。

入
試
の
直
前
に
、
や
む
を
得
ず

変
更
す
る
場
合
も
あ
る
。
万
一

の
と
き
に
慌
て
ず
悔
い
の
な
い

選
択
が
で
き
る
よ
う
、
第
１
志

望
以
外
の
高
校
も
調
べ
て
お
こ

う
。

休
校
や
夏
休
み
の
短
縮
な
ど

先
例
の
な
い
年
。
受
験
生
一
人

一
人
の
緊
張
や
不
安
は
計
り
知

れ
な
い
。１
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

身
近
な
保
護
者
や
指
導
者
の
助

言
も
得
て
志
望
校
を
選
ん
で
ほ

し
い
。

（
個
別
教
室
の
ア
ッ
プ
ル
・
鎌

田
し
お
り
定
禅
寺
通
教
室
長
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖

偏差値軸に視野広く

名
取
北
高
（
生
徒
８
２
６
人
）

は
８
日
、
高
大
連
携
の
一
環
で
尚

絅
学
院
大
（
名
取
市
）
の
教
授
ら

８
人
を
招
き
、
国
連
の
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
を
実
施
し

た
。２

年
生
約
２
７
０
人
が

グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

の
目
標
か
ら
選
ん
だ
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
夏
休
み
中
に
調
べ
た
内
容

を
発
表
し
た
。
こ
の
う
ち
、
須
藤

か
さ
ね
さ
ん

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

一
つ
「
住
み
続
け
ら
れ
る
街
を
」

に
着
目
し
、
名
取
市
が
進
め
る
健

康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
。尚

絅
学
院
大
の
松
田
道
雄
教
授

は
、課
題
の
調
べ
方
に
つ
い
て「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
便
利
だ
が
、
人

に
聞
く
こ
と
が
重
要
。
百
科
事
典

な
ど
で
調
べ
る
の
も
い
い
」
と
助

言
。
須
藤
さ
ん
は
「
人
と
話
し
た

り
、
自
分
の
意
見
を
伝
え
た
り
す

る
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
」
と

話
し
た
。
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⊃

名
取
北
高

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

理
解
深
め
る

尚
絅
学
院
大
教
授
招
き
授
業

名
取
北
高
の
教
壇
に
立
っ
た
松
田
教
授
（
右
）

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

仙台大明成高（仙台市青葉区）のスポーツ

創志科１年の女子生徒 人が８日、柴田町の

仙台大キャンパスで専門科目の武道の授業を

受けた。同高が本年度から付属校となり、大

学との間で始まった連携教育の一環。

授業は同大体育館の柔道場で行われ、内容

は柔道の実技 分と座学 分。南條充寿部長

ら同大柔道部関係者が講師となり、実技では

受け身や投げ方などを教え、座学では柔道の

歴史やルールなどを講義した。今回を含め武

道の授業は３こまある。

スポーツ創志科の田中康義学科長は「生徒

が将来、教員や指導者を目指す場合、大学と

の連携授業は大いに役立つはずだ」と期待し

た。

柔
道
の
指
導
を
受
け
る
明
成
高
の
女
子

生
徒

仙台大で専門科目に挑戦
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⊃

明

成

高

柔
道
実
技
・
座
学
真
剣
に

末
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末
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末
末
末
末
末
末
末
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末
末
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末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

震
災
後
生
ま
れ
に

避
難
の
心
得
伝
授

石
巻
・
釜
小
で
防
災
学
習

石
巻
市
釜
小
（
児
童
４
０
１

人
）
は
、
３
年
生

人
を
対
象

に
防
災
学
習
を
実
施
し
た
。
東

日
本
大
震
災
後
に
生
ま
れ
た
子

ど
も
た
ち
に
災
害
時
の
備
え
を

学
ん
で
も
ら
う
の
が
狙
い
。

市
民
団
体
「
石
巻
震
災
伝
承

の
会
」
の
大
須
武
則
代
表

ら
が
講
師
を
務
め
た
。
震
災
当

時
、
市
内
の
新
聞
社
に
勤
め
て

い
た
大
須
代
表
は
「
会
社
前
の

道
路
は
車
が
渋
滞
し
、
会
社
に

も
津
波
が
押
し
寄
せ
た
」
と
状

況
を
説
明
。
覚
え
て
い
て
ほ
し

い
こ
と
と
し
て
「
地
震
が
来
た

ら
津
波
も
来
る
」
「
（
学
校
の

あ
る
）
釜
地
区
は
海
に
近
い
」

「
津
波
警
報
が
出
た
ら
逃
げ
る
」

の
三
つ
を
挙
げ
た
。

伝
承
の
会
会
員
の
山
縣
嘉

か

恵
え

さ
ん

は
「
津
波
を
見
て
か

ら
避
難
す
る
の
で
は
遅
い
」
と

強
調
。
津
波
発
生
時
は
サ
イ
レ

ン
や
防
災
無
線
が
流
れ
る
た

め
、
津
波
避
難
ビ
ル
な
ど
に
逃

げ
る
よ
う
呼
び
掛
け
た
。

講
話
を
聞
い
た
和
泉
蒼
吾
君

９

は
「
大
き
な
地
震
が
起
き

た
と
き
は
、
高
い
所
に
逃
げ
よ

う
と
思
う
」
と
話
し
た
。

防
災
学
習
は
３
日
に
あ
っ

た
。

震
災
当
時
の
話
に
聞
き
入
る
児
童
た

ち

答えは 日の

朝刊に

又又又又又又又俣
末
末
末迄 又又又又又又又 沫

末
末
末

抹

（小学校中学年以上／総合学習、学級活動など）

又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄 又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又

①「 （イマジン）」

という曲
きょく

は、どのようなイベ

ントに向
む

けて作
つく

られた曲でしょ

うか。（ ）

②この曲を中
ちゅう

心
しん

となって作
さく

詞
し

作
さっ

曲
きょく

した

オレンジレンジ 」の さ

んは「震
しん

災
さい

当
とう

時
じ

の感
かん

情
じょう

が忘
わす

れ

去
さ

られていく状
じょう

況
きょう

」をどのよ

うな言
こと

葉
ば

で表
ひょう

現
げん

しましたか。

（ ）

③歌
か

詞
し

の中
なか

であなたが一
いち

番
ばん

気
き

に

入
い

ったところはどこですか。そ

の理
り

由
ゆう

も書
か

いてみましょう。

歌詞（ ）

理由（ ）
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問 題

（
９
月
６
日
朝
刊
）

新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

防
ぼう

止
し

のため、ツール・ド・東
とう

北
ほく

2020

も中
ちゅう

止
し

となってしまいました。

東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震災からちょうど９年
ねん

半
はん

。東北で支
し

援
えん

活
かつ

動
どう

を続
つづ

けてきた

沖
おき

縄
なわ

県
けん

在
ざい

住
じゅう

のＹＯＨさんはこう

言
い

います。「時
じ

間
かん

の経
けい

過
か

とともに

当時の空
くう

気
き

が薄
うす

まっていく。あの

時
とき

の気持
も

ちを忘れずに前
まえ

を向いて

歩
あゆ

んでほしい」。この地
ち

域
いき

に住
す

み

共
とも

に生
い

きる私
わたし

たちには何
なに

ができ

るでしょう？ 少
すこ

しずつでもみん

なで探
さが

してみませんか？

（日本新
しん

聞
ぶん

協
きょう

会
かい

ＮＩＥアドバイ

ザー・仙
せん

台
だい

市
し

福
ふく

室
むろ

市
し

民
みん

センター・

児
じ

童
どう

館
かん

長
ちょう

中
なか

辻
つじ

正
まさ

樹
き

）
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２年生２年生県高総体代替で好記録県高総体代替で好記録
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◇
と

き

９
月

日
（
日
）

◇
と
こ
ろ

宮
城
広
瀬
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
仙
台
市
青
葉
区
）

◇
種

目

シ
ニ
ア
、
シ
ニ
ア
レ

デ
ィ
ー
ス
の
２
部
門

◇
表

彰

総
合
優
勝
チ
ー
ム
に

河
北
新
報
旗
、
各
部
優
勝
チ
ー

ム
に
優
勝
杯
の
ほ
か
、
３
位
ま

で
表
彰

主
催
／
河
北
新
報
社
、
県
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
連
盟

婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚墾
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恨

【かほくワークシートの模範解答】

①「 （イマジン）」という曲
きょく

は、

どのようなイベントに向
む

けて作
つく

られた曲で

しょうか。

（東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の被
ひ

災
さい

地
ち

復
ふっ

興
こう

を支
し

援
えん

する自
じ

転
てん

車
しゃ

イベント ツール・ド・東
とう

北
ほく

2020」）

②この曲を中
ちゅう

心
しん

となって作
さく

詞
し

作
さっ

曲
きょく

した「

（オレンジレンジ）」

の さんは「震災当
とう

時
じ

の感
かん

情
じょう

が忘
わす

れ去
さ

られていく状
じょう

況
きょう

」をどのような言
こと

葉
ば

で表
ひょう

現
げん

しましたか。

（僕
ぼく

らの忘
わす

れ物
もの

）

③歌
か

詞
し

の中
なか

であなたが一
いち

番
ばん

気
き

に入
い

ったとこ

ろはどこですか。その理
り

由
ゆう

も書いてみまし

ょう。

歌詞（自
じ

由
ゆう

解
かい

答
とう

）

理由（自由解答）

日
の答

え
だ
よ
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∪
∪
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∪
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∪
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∪
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⊃

さらなる記録更新を目指し、泳ぎに磨きをかける谷藤

谷藤 大斗

来
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
照
準

晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦海 改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改

８
月
に
あ
っ
た
競
泳
の
県
高

校
総
体
代
替
大
会
（
グ
ラ
ン
デ

ィ

）
の
男
子
１
０
０
㍍
平
泳

ぎ
で
、
谷
藤
大
斗
（
東
北
２
年
）

が
１
分
２
秒

で
東
北
高
校
記

録
を
塗
り
替
え
た
。
２
０
１
６

年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
代

表
の
小
関
也
朱
篤
（
ミ
キ
ハ
ウ

ス
）
が
山
形
・
羽
黒
高
３
年
で

出
し
た
タ
イ
ム
を
０
秒

縮
め

る
力
泳
。
来
年
の
全
国
高
校
総

体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
開
催

を
信
じ
て
練
習
を
続
け
る
。

手
足
の
動
き
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
る
う
ま
さ
が
あ
り
、

力
み
な
く
泳
げ
る
の
が
強
み
。

代
替
大
会
の
記
録
は
昨
年
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
３
位
に
相
当
す

る
。
「
来
年
は
優
勝
を
狙
う
」

と
高
校
日
本
一
は
現
実
的
な
目

標
と
な
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
プ
ー
ル
に
入
れ
な
か
っ
た

時
期
も
あ
っ
た
が
「
周
り
の
ラ

イ
バ
ル
と
差
を
つ
け
る
チ
ャ
ン

ス
」
と
捉
え
、
体
の
柔
軟
性
を

高
め
る
ス
ト
レ
ッ
チ
に
時
間
を

割
い
た
。

４
歳
で
水
泳
を
始
め
、
仙
台

市
中
田
中
３
年
で
全
国
中
学
大

会
に
出
場
。
高
校
入
学
後
も
１

年
生
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

す
る
な
ど
、
力
を
伸
ば
し
て
き

た
。練

習
拠
点
の
イ
ト
マ
ン
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
向
山
校
（
仙

台
市
太
白
区
）
で
は
同
世
代
や

大
学
生
と
一
緒
に
泳
ぐ
。
高
校

で
も
同
級
生
の
次
田
海
斗
は
中

学
の
時
か
ら
の
ラ
イ
バ
ル
。「
身

近
な
強
い
選
手
の
存
在
が
自
分

の
力
に
な
っ
て
い
る
」
と
刺
激

を
受
け
て
い
る
。

平
泳
ぎ
は
、

年
ア
テ
ネ
、

年
北
京
五
輪
で
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
北
島
康
介
さ
ん
を
は

じ
め
、
日
本
が
世
界
と
渡
り
合

え
る
お
家
芸
種
目
だ
。

指
導
す
る
イ
ト
マ
ン
の
川
又

敬
千
ス
ク
ー
ル
長
は
バ
タ
フ
ラ

イ
で

年
シ
ド
ニ
ー
五
輪
代
表

候
補
に
も
挙
げ
ら
れ
る
選
手
だ

っ
た
。
「
ど
れ
だ
け
た
く
さ
ん

泳
ぐ
か
で
は
な
く
、
ど
れ
だ
け

真
剣
に
取
り
組
め
る
か
が
重
要

に
な
る
。
谷
藤
の
ま
じ
め
さ
は

武
器
」
と
期
待
す
る
。
谷
藤
は

「
五
輪
選
考
と
な
る
来
年
の
日

本
選
手
権
も
出
て
み
た
い
。
ま

だ
ま
だ
記
録
を
伸
ば
せ
る
」
と

頼
も
し
い
。

谷
藤
日
本
一
へ

泳
ぎ
磨
き
進
化
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√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√

日

仙
台

▽
り
き
お
こ
ど
も
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
小
児
科
）
‖
青
葉
区
落
合
０

２
２
（
７
９
７
）
４
２
８
８
▽
か
や

ば
小
児
科
医
院
（
小
児
科
）
‖
若
林

区
中
倉
（
２
３
７
）
０
０
８
１
▽
は

ん
だ
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
整
形

外
科
）
‖
泉
区
実
沢
（
３
７
６
）
６

８
６
８
▽
広
南
休
日
内
科
小
児
科
診

療
所
（
内
科
・
小
児
科
）
‖
太
白
区

長
町
（
２
４
８
）
５
８
５
８
▽
泉
地

区
休
日
診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
）

‖
泉
区
泉
中
央
（
３
７
３
）
９
１
９

７
▽
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
科
・
外
科

・
整
形
外
科
・
婦
人
科
・
眼
科
・
耳

鼻
咽
喉
科
）
‖
若
林
区
舟
丁
（
２
６

６
）
６
５
６
１
▽
北
部
急
患
診
療
所

（
内
科
・
小
児
科
・
外
科
）
‖
青
葉

区
堤
町
（
３
０
１
）
６
６
１
１
▽
夜

間
休
日
こ
ど
も
急
病
診
療
所
（
小
児

科
）
‖
太
白
区
あ
す
と
長
町
（
２
４

７
）
７
０
３
５
▽
歯
科
休
日
救
急
診

療
所
‖
青
葉
区
五
橋
（
２
６
１
）
７

３
４
５

白
石
・
刈
田

▽
内
方
医
院
（
内

科
）
‖
蔵
王
町
宮
０
２
２
４
（
３
２
）

２
１
０
１
▽
公
立
刈
田
総
合
病
院

（
外
科
）
‖
白
石
市
福
岡
蔵
本
（
２

５
）
２
１
４
５

角
田
・
丸
森

▽
同
済
病
院
（
内

科
・
外
科
）
‖
角
田
市
佐
倉
０
２
２

４
（
６
３
）
０
３
６
０
▽
大
久
保
歯

科
医
院
‖
角
田
市
角
田
（
６
２
）
４

０
８
４

柴
田

▽
村
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
内
科
）
‖
村
田
町
小
泉
０
２
２
４

（
８
３
）
６
０
６
１
▽
か
わ
ち
医
院

（
外
科
）
‖
大
河
原
町
東
新
町
（
５

２
）
３
１
１
５
▽
は
せ
歯
科
医
院
‖

大
河
原
町
中
島
町
（
５
２
）
１
０
８

０
名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
０
２
２
（
３
８

４
）
０
０
０
１
▽
な
と
り
駅
前
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
増
田
（
３
８
２
）
３

３
４
３

岩
沼

▽
森
川
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ

ク
‖
土
ケ
崎
０
２
２
３
（
２
５
）
２

７
１
１

亘
理
・
山
元

▽
浅
生
原
ク
リ
ニ

ッ
ク
‖
山
元
町
浅
生
原
０
２
２
３

（
２
３
）
０
３
４
５
▽
済
生
堂
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
亘
理
町
逢
隈
田
沢

（
３
２
）
０
４
０
５

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
‖
錦
町
０
２
２
（
３
６

６
）
０
６
３
０
▽
歯
科
ノ
ー
ブ
ル
デ

ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
‖
利
府
町
神
谷
沢

（
２
５
５
）
２
０
２
８

黒
川

▽
や
す
こ
女
性
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
婦
人
科
）
‖
富
谷
市
明
石
台
０

２
２
（
３
４
２
）
１
２
５
５

大
崎

【
昼
】
▽
冨
樫
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
内
科
）
‖
古
川
大
宮
０
２
２
９

（
２
３
）
４
４
５
６
▽
佐
久
間
内
科

医
院
（
内
科
）
‖
鹿
島
台
平
渡
（
５

６
）
３
７
０
０
▽
塩
沢
整
形
外
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
外
科
）
‖
古
川
大
宮
（
２

１
）
１
６
６
６
▽
大
崎
口
腔
保
健
セ

ン
タ
ー
診
療
室
（
歯
科
）
‖
古
川
南

町
（
２
４
）
５
１
０
１
【
夜
】
▽
大

崎
市
民
病
院
（
内
科
・
外
科
）
‖
古

川
穂
波
（
２
３
）
３
３
１
１

加
美
・
玉
造

▽
遊
佐
ク
リ
ニ
ッ

ク
‖
大
崎
市
鳴
子
温
泉
０
２
２
９

（
８
１
）
１
１
３
３

遠
田

▽
高
城
利
江
整
形
外
科
‖

美
里
町
牛
飼
０
２
２
９
（
３
１
）
１

２
３
０

栗
原

▽
宮
城
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖

一
迫
真
坂
０
２
２
８
（
５
２
）
２
８

８
１
▽
栗
原
市
立
高
清
水
診
療
所
‖

高
清
水
桜
丁
（
５
８
）
２
０
２
０

登
米

▽
二
瓶
内
科
胃
腸
科
医
院

‖
迫
町
佐
沼
０
２
２
０
（
２
２
）
６

５
０
８
▽
安
藤
歯
科
医
院
‖
迫
町
佐

沼
（
２
２
）
０
８
１
１

石
巻

▽
箕
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
内
科
）
‖
向
陽
町
０
２
２
５
（
９

６
）
５
２
５
２
▽
石
巻
市
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
（
小
児
科
）
‖
蛇
田
（
９

４
）
５
１
１
１
▽
産
婦
人
科
は
当
日
、

石
巻
市
役
所
（
９
５
）
１
１
１
１
ま

で
問
い
合
わ
せ
る
▽
成
田
医
院
‖
相

野
谷
（
６
２
）
３
２
２
１
▽
鈴
木
歯

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
大
街
道
北
（
９
３
）

４
１
８
２
▽
石
巻
歯
科
医
師
会
休
日

診
療
所
‖
中
里
（
９
４
）
８
２
２
３

東
松
島

▽
う
つ
み
レ
デ
ィ
ス
ク

リ
ニ
ッ
ク
‖
赤
井
０
２
２
５
（
８
４
）

２
８
６
８

気
仙
沼

▽
気
仙
沼
市
立
本
吉
病

院
‖
本
吉
町
津
谷
０
２
２
６
（
４
２
）

２
６
２
１
▽
千
葉
歯
科
医
院
‖
東
新

城
（
２
２
）
１
３
６
０

∂
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∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

無

料

相

談

◇
み
や
ぎ
県
民
サ
ポ
ー
ト
事
業
協

同
組
合

日
午
後
１
〜
３
時
、
仙

台
市
太
白
区
・
市
郡
山
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
。
遺
言
、
相
続
、
贈
与
、
成

年
後
見
な
ど
の
相
談
に
行
政
書
士
が

対
応
す
る
。
同
組
合
０
２
２
（
２
４

１
）
７
３
９
７
。

日

▽
石
巻
市
・
カ
ワ
チ
薬
品
石
巻
西

店
（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

献
血
ル
ー
ム

１
時
〜
４
時

分
）
▽
大
崎
市
・
イ

オ
ン
タ
ウ
ン
古
川
（
骨
髄
バ
ン
ク
の

登
録
も
受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）

▽
富
谷
市
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
富
谷

（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
も
受
け
付
け
、

午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
〜

４
時
）

▽
杜
の
都
献
血
ル
ー
ム
Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）
▽
献
血
ル
ー
ム
ア
エ
ル

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）

自
主
制
作
映
画

ｔ
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ｅ
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ

上
映
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台 宰・富田真人さん初監督

独 の世界観表現
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自主制作映画 の
一場面

仙
台
市
宮
城
野
区
で

台
制
作

な
ど
を
手
掛
け
る
「
ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
ｐ

ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
」
を
主
宰
す
る
富
田
真

人
さ
ん

の
初
監
督
作
品
「
ｔ

ｈ
ｅ

Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
」
が

月

、

の
両
日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
上
映

さ
れ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
制
作
費
を
調
達
し
た
自
主

映
画
。

同
市
が

台
。
バ
ー
を
訪
れ
た

少
女
が
な
く
し
物
に
気
付
き
、
探

し
に
行
く
。
人
け
の
な
い
ビ
ル
内
、

街
中
の
雑
踏
、
野
草
園
、
海
岸
…
。

生
と
死
の
世
界
を
漂
う
よ
う
に
少

女
は
さ
ま
よ
う
。
現
代
詩
人
広
瀬

大
志
さ
ん
の
「
肉
体
の
悪
魔
」
か

ら
引
用
し
た
、
「
死
ん
で
る
の
か

？
」
「
そ
れ
以
上
よ
」
の
フ
レ
ー

ズ
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

２
０
１
９
年
度
県
芸
術
選
奨
新

人
賞
（

踏
部
門
）
受
賞
の
同
市

出
身
の
鯨
井
謙

け
ん

太
た

ろ
う

さ
ん
‖
東
京

在
住
‖
ら
ダ
ン
サ
ー
５
人
が

う
。
十
数
人
の
登
場
人
物
は
全
員

顔
を
隠
し
、
せ
り
ふ
ら
し
い
せ
り

ふ
も
な
く
、
不
思
議
な
余
韻
が
残

る
。富

田
さ
ん
は
「
普
段
意
識
し
て

い
な
い
死
を
意
識
し
た
世
界
観
」

と
自
作
を
説
明
す
る
。

当
初
、
今
年
４
月
に
上
映
す
る

予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
延
期
し
て
い

た
。
上
映
時
間

分
。
前
売
り
１

８
０
０
円
、
当
日
２
０
０
０
円
。

歳
未
満
鑑
賞
不
可
。
連
絡
先
は

事
務
局
斎
藤
さ
ん
０
９
０
（
６
６

８
８
）
８
６
０
４
。

迫
力
の
あ
る
音
色
を
響
か
せ
た
「
小
さ
な
音
楽
会
」

７ヵ ぶり音色待ってた
利府町役場 小 な音楽会 再開

講
師
の
話
を
真
剣
に
聴
く
生
徒
た
ち

利
府
町
役
場
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
で
、
昼
休
み
時
間
を

利
用
し
た
「
小
さ
な
音
楽
会
」

が

日
、
あ
っ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
約
７
カ
月
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
、
町
民
や
町
職
員
約

人
が

久
し
ぶ
り
の
音
楽
鑑
賞
を
楽
し

ん
だ
。

同
町
の
三
味
線
奏
者
佐
藤
清

五
さ
ん

ら
６
人
が
、
三
味

線
と
尺
八
を
演
奏
し
、
民
謡
や

歌
謡
曲
な
ど
８
曲
を
披
露
。
演

奏
者
と
観
客
席
と
の
距
離
を
十

分
確
保
す
る
な
ど
の
感
染
防
止

対
策
を
取
り
な
が
ら
、
迫
力
あ

る
音
色
を
役
場
庁
舎
に
響
か
せ

た
。来

場
し
た
同
町
の
主
婦
小
山

田
律
子
さ
ん

は
「
生
の
演

奏
を
し
ば
ら
く
聞
い
て
い
な
か

っ
た
の
で
圧
倒
さ
れ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
は
あ
る
が
、
芸
術
活
動

は
徐
々
に
復
活
し
て
ほ
し
い
と

感
じ
た
」
と
話
し
た
。

音
楽
会
は
町
内
で
音
楽
活
動

す
る
人
た
ち
に
発
表
の
場
を
提

供
し
よ
う
と
、
町
教
委
が
定
期

的
に
無
料
で
開
催
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
使
用

ル
ー
ル
学
ぶ

富

・
成
田
中

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
つ
中

学
生
が
増
え
る
中
、
富
谷
市
成

田
中
（
生
徒
４
６
２
人
）
は

日

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ラ
イ
ン

や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
会
員
制
交
流

サ
イ
ト

Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
の
付
き
合

い
方
を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
を

全
校
生
徒
対
象
に
行
っ
た
。

同
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
に
関
わ
っ
た
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

Ｃ
Ｓ
Ｒ
本
部
の
磯
崎
靖
彦
さ
ん

が
講
師
を
務
め
、
学
年
別
に
、

便
利
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
潜
む
留
意
点

を
説
明
。
不
正
確
な
情
報
を
う

の
み
に
し
た
発
信
や
個
人
情
報

の
投
稿
が
デ
マ
の
拡
散
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
に
つ
な
が
る
と

し
て
注
意
を
求
め
た
。

「
画
面
の
向
こ
う
側
に
は
大

勢
の
人
が
い
る
。
大
切
な
の
は

思
い
や
り
と
優
し
さ
で
現
実
社

会
と
一
緒
」
と
も
述
べ
た
。

生
徒
た
ち
は
メ
モ
を
取
り
真

剣
に
聴
講
し
た
。
２
年
久
保
沢

明
あ
か

空
す

さ
ん

は
「
友
達
の
個

人
情
報
の
扱
い
に
気
を
付
け
、

書
き
込
む
前
に
は
よ
く
確
認
す

る
よ
う
に
し
た
い
」と
話
し
た
。
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( ０)０ ０ (令和 )９月１３日(日曜日) ( ０)０ ０ (令和 )９月１３日(日曜日)


